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プリンアルカロイドを生合成する植物

Rubiaceae
Coffea arabica （コーヒー）
C. canephora （コーヒー）

Theaceae
Camellia sinensis （茶）

Aquifoliaceae
Ilex paraguariensis （マテ茶）

Sapindaceae
Paullinia cupana （ガラナ）

Malvaceae
Cola nitida （コラ）
Theobroma cacao （カカオ）
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コーヒー植物のカフェイン生合成経路
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MT: メチル化反応, RR: 脱リボース反応



既知遺伝子との相同性を利用した cDNA単離

１）　縮重 PCR
２）　ライブラリースクリーニング
３）　RT-PCR

コーヒーノキから ４種類
のメチル化酵素 cDNA を
単離した。



試験管内でのカフェイン生合成経路の再構成

・組換えメチル化酵素と大腸菌抽出物を用いて酵素反応を行った。
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減カフェインコーヒー植物の創出への期待

カフェインの副作用

　・ 不眠

　・ 不整脈

カフェイン抽出溶媒

　・ 水（Swiss Water Process）
　・ 有機溶媒

　・ 超臨界二酸化炭素

従来のデカフェコーヒーの短所

　・ 生産コストが高い
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減カフェインコーヒー植物の分子育種

332 nt

CaMXMT1 Spacer

CaMXMT1

RNAi-L

161 nt

CaMXMT1 Spacer

CaMXMT1

RNAi-S

RNAi コンストラクト

・ RNAiによって（３）のメチル化反応を抑制する。
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コーヒー植物（カネフォラ種）個体再生系の確立

　明視野像 　　蛍光像

GFP 導入植物



RNAi コーヒー植物（カネフォラ種）
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カフェインの忌避活性と殺虫活性

ナメクジに対する忌避活性
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一般作物におけるカフェイン生合成経路の構築
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新規カフェイン

製造原料の創出
病害虫の

防除


